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■事業名 建築展２5・⽇韓合同学⽣ワークショップ、第 53 回まちづくり研究セミナー 
 
■主催者：公益社団法⼈⽇本建築家協会九州⽀部北福岡地域会 
 
■共催：北九州市、まちづくり研究セミナー 
 
■事業概要：北九州市とその周辺の建築家で構成されている北福岡地域会では、建築・まちづ

くりを通して社会貢献する活動の⼀環として、北九州周辺地域の⼤学と「建築⽂
化及び友好・交流についての協定」を結んでいる韓国の⼤学との⽇韓合同学⽣ワ
−クショップを毎年開催してきました。今年度の⽇韓学⽣ワークショップは、⾏
動制限も緩和され徐々に⽇常を取り戻しつつあるため、完全対⾯⽅式で⾏まし
た。参加チームは、釜⼭周辺の⼤学と、⽇本の⼤学を対象とします。久しぶりの
対⾯⽅式での開催となりますので、有意義なワークショップとなりました。 

 
■事業の⽬的：⽇韓の建築⽂化の違いを肌で感じてもらいながら、国際感覚を持った次世代を

担う建築家の育成や、建築⽂化の創造・発展に貢献する事を⽬的としています。
「都市のツボをつく」をテーマに世界の都市が直⾯する⼈⼝減少や成熟後の都市
の課題を題材として与え、ワークショップの経験を通して知識・知恵を蓄えるこ
と、感性を磨くことが重要と捉えます。それは、建築やまちづくりにおいて専⾨
的な職能を持つオピニオンリーダーを育てるために必要不可⽋なものでありま
す。  

 
■実施場所：８⽉５⽇〜９⽉１６⽇：リモート会場（北九州市、韓国釜⼭、⼤分県、神⼾市） 

１０⽉７⽇・８⽇：JICA 九州 
■参加者 ： JIA 会員   １６名 
      北九州市⽴⼤学 ６名 

九州産業⼤学 １０名 
九州⼯業⼤学 １２名 
⽇本⽂理⼤学 １１名 
近畿⼤学     8名 
九州⼥⼦⼤学  9名 
釜⼭⼤学 ８名(韓国) 
東亜⼤学 ６名（韓国） 
東⻄⼤学 12名（韓国・２チーム） 
慶星⼤学 ５名（韓国） 
釜慶⼤学 5名（韓国） 



東義⼤学 5名（韓国） 
その他⼤学教授他関係者 １４名 
 

■実施期間：2023年 8⽉ 5⽇〜2023年 10⽉ 8⽇ 
■⽇程：8⽉ 5⽇ 課題発表会（リモート） 
    9⽉ 16⽇  中間講評会（リモート） 
    10⽉ 7⽇ セミナー・最終指導（対⾯） 
    10⽉ 8⽇ 最終講評会（対⾯） 
        10⽉ 9⽇ エクスカーション（バスツアー） 
 
■報告 
 ○課題の意図 

課題 「都市のツボをつく」 
1979年、⿊崎駅前建設された旧そごうビルは、2000年にそごうが退店後、様々な運営者 

が⼊れ替わりながら、現在は管理者不在のまま放置されてました。北九州市の副都⼼である 
⿊崎は、東⻄に⾛る鉄道によって概ね北に⼯業、南に居住という都市構造を持っており、 
駅はその２つの側⾯の境界であり、重要な接点です。旧そごうビルは、この駅を中⼼とし南 
の居住エリアに同⼼円状に拡張する都市の中核であるにもかかわらず、⻑期的なビジョンが 
⾒えないまま放置されています。それは建築そのものや運営における問題であると同時に、 
まぎれもなく都市の問題と考えます。 
この課題では、旧そごう跡地を都市の問題として捉え、⿊崎の都市中核地としてどのような 

活⽤、計画が都市にとって有効であるかという問いに向き合うこと。都市の問題として捉え 
ると、街区や道といった都市構造、⼋幡⻄区役所などの主要な都市機能がこの場所において 
どのような活⽤が有効であるか問う課題です。 
 

 ○ワークショップ・国際交流について 
  コンペではなく、ワークショップ形式にて⻑年開催しております。⽇韓の学⽣のお互い 
の⽂化やアイデアの違い、講師による指導により相互に触発されながら、中間講評会・最終 
講評会へとブラシュアップすることを狙いとし、ワークショップ形式を選択してます。また、 
約２ヶ⽉のワークショップを通して、学⽣間の⼀体感や連帯感、⽇韓相互の会話などが⽣ま 
れ、国際交流の⼀助となれば本望です。今年から、釜⼭建築⼠協会の依頼により「釜⼭学⽣建 

築フェスタ」へ受賞作品を出展することになっており、ますます国際交流の輪が広がっていま 

す。２０年来培ってきた⽇韓合同学⽣ワークショップの成果であると考えてます。 
 
 
 



 
○最終結果（資料参照） 

本事業は、講師によるワークショップを主とする事業のため、提案作品の優劣は 
重視していませんが、参加者のモチベーション創出のため賞を授与してます。 
また、本年は４年ぶりの対⾯開催で合宿形式で開催できた為、模型やプレゼンテーションの重

要性が本来の審査に影響が及びました。 
 
以下に、最終結果を記載します。 

・最優秀賞： 東亜⼤学 

・畑友洋賞： 九州⼯業⼤学 

・まちづくり研究セミナー賞： 釜⼭⼤学 
・JIA奨励賞： 釜慶⼤学 

・JIA奨励賞： 北九州市⽴⼤学 

 
講評者：畑 友洋（2022年度 JIA新⼈賞受賞者） 

    尾道建⼆（元九州共⽴⼤学名誉教授）       
    岩下陽市（元九州職業能⼒開発⼤学教授） 
 
 

■報告書作成者：九州⽀部 北福岡地域会 塩釜 直⼈ 
 
 
 

 



 
JIA 国際交流報告写真 

 
 
 

○畑友洋⽒による課題発表会（８⽉５⽇） 

 
 
 
 
○中間講評会(9 ⽉１６⽇) 
 

 
 

 
 
 
 



 
○セミナー（10 ⽉ 7 ⽇） 

 
 
 
○最終指導（10 ⽉ 7 ⽇） 

 

 
 
 
 
 



 
○最終講評会 

 
 
 
 
 
□釜慶⼤学（JIA 奨励賞）     「⿊崎の⾨」 

 
 
 
 
 



 
□九州⼥⼦⼤学      「⿊崎 ⽥園都市再⽣構想」 

 
 
 
□九州⼯業⼤学(畑友洋賞)         「⾏燈狂詩曲」 

 



□東⻄⼤学 B               「ACOUSTIC SERENITY」 

 
 
 
□近畿⼤学           「⼭となる 波となる」 

 



□釜⼭⼤学（まちづくり研究セミナー賞）    「⾃適壺」 

 
 
 
□慶星⼤学            「Connect To Gather」 

 



□⽇本⽂理⼤学             「未知標」 

 

 
 
□東⻄⼤学 A            「SOGORISM」 
 

 



□九州産業⼤学            「出会い」 

 
 
 
□東亜⼤学（最優秀賞）    「Link In New future of Kurosaki」 

 



□東義⼤学      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



□受賞式 
 
 
□最優秀賞 東亜⼤学          

 
 
 
□畑友洋賞 九州⼯業⼤学 

 
 
 

 



□まちづくり研究セミナー賞 釜⼭⼤学 

 

 
□JIA奨励賞 釜慶⼤学 

 

 
□JIA奨励賞 北九州市⽴⼤学 

 

 



□⽇韓学⽣交流会                   

 
□エクスカーション（10 ⽉ 9 ⽇）               

 

 



 


